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間は2021年9月から2022年3月までの約
半年に及ぶという。
「これまではユーザー部門からの改修依頼
を随時受け付け、週に1本のペースで本番
をリリースしてきたので、資産凍結はとう
てい無理という声が部内から上がりました。
しかしこれをやらずに、元プログラムの改
修と移行を繰り返すと、ARCADの費用が
膨大に膨らんでしまいます。凍結を原則と
し、凍結できないものについては手順を決
めて対応していくことにしました」（川端
氏）
　ARCADの教育トレーニングと並行して、
X-Analysis Advisorの教育トレーニング
も2021年4月に始まった。
　X-Analysis Advisorは、システム/36か
ら最新のIBM i 7.4のリソースまで世代を
問わずにオブジェクトとソースの両方を解
析し、見える化するツールである。40種類
のドキュメントに対応し、アプリケーショ
ンの構造や構成要素、関係性、フローの可
視化や、変更を加えた場合の影響範囲の特
定やアプリケーションの問題個所の抽出な
ども可能で、システムの維持・改善・改修
をサポートする。
　川端氏は、「当社の基幹業務プログラムを
40種類のドキュメントに展開すると、最低
で も 年 単 位 で 4〜5 億 円 か か り ま す。
X-Analysis Advisorの導入により、60倍

の効率化が図れると見ています」と、導入
効果を説明する。
　X-Analysis Advisorによる運用・保守
のためのドキュメント整備は2021年7月
にスタート済み。これは「IBM iを使い続け
ている限り、継続する作業になります」と、
川端氏は言う（図表6）。

共通業務システムはパッケージ
個別業務システムはIBM iベース　

　ニイタカのシステム改革は、中長期のロ
ードマップに基づき進んでいる。そしてそ
のシステム改革の内容は、基幹システムの
基盤整備から業務システム改革、データ活
用基盤の構築、ペーパレス化の推進へと広
がり、さらには全社員のITリテラシー向上
までを含む。
　このうち業務システムの一部である共通
業務システムについて川端氏は、次のよう
に考え方を話す。
「業務システムは、全社共通、個別業務、
フロント業務、DX関連などに大別できま
すが、財務会計や人事・給与、文書管理な
どの共通業務システムは、建物で言えば基
礎の部分に相当し、最初に整備することが
大切です。基礎がしっかりしていない建物
は内外の環境変化に対して脆弱というのと
同様です。また共通業務システムはパッケ
ージに合わせやすいという特徴があるため、

パッケージを採用します。ただしパッケー
ジにする以上は、安心して長く使えること
がポイントで、そのためにはカスタマイズ
を不要にする機能豊富な製品を選択し、ア
ドオンも極力抑えることが重要です」
　共通業務システム用のERPパッケージは
2021年3月に7製品を対象に第1次選考を
終え、3製品に絞り込んだ。図表7はその3
製品の評価の一部で、実際は約80項目に
わたり調査している。
　第1次選考のポイントは、「機能の充実
度」「初期および運用費用」「クラウド対応」
の3つである。
　クラウド対応を重視したことについて川
端氏は、「情報システム改革の4つ目の課題
に挙げたように、既存システムの運用保守
に90％以上の工数を取られ戦略的なIT投
資を行えないでいる現状を、何としても変
えたいと思っています。そのためにはシス
テム部員が担う運用保守の工数を削減する
しかなく、クラウドへリフト可能なシステ
ムはクラウドで運用し、運用保守工数を大
幅に削減する計画です」と、考え方を説明
する。
　製品の最終選考は、3社によるプレゼンテ
ーションとデモを確認してからになる。「机
上の調査では確認しきれない詳細を、しっ
かりとヒアリングするつもりです」（川端氏）
　一方、そのほかの業務システムについて

図表6 システム基盤改革のスケジュール ～Power Systems入れ替え、各種ツールの学習・導入
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は、以下のような方針という。
「企業競争力の源泉となる販売管理や購買
などの個別業務システムは、IBM iをベース
に構築する計画です。このシステムに関し
ては、機能の拡充や改善、操作性の向上な
どを情報システム部が中心となって整備し、
外部への丸投げはやめるつもりです。また

営業支援・顧客管理などのフロント業務シ
ステムは、業務の特性に合わせてパッケー
ジまたは自社開発を取捨選択します。そし
てDXについては、まず取り組まなければ
ならないのは自分たちのシステム部門で、
部員を育て、できるところから小さく導入
して大きく育て、経営に役立つ情報システ

ム部へと変革していこうと思っています」

文書管理システム
選考のポイントは5つ

　ペーパレス化はPart 2で紹介したように、
第1ステップとなる管理本部（総務、人事、
経理、情報システムの各部）を対象とした

評価項目 X製品 Y製品 Z製品

総合評価 〇 〇 ◎
営業、パッケージ製品、運用保守サポートの品質 ◎ ◎ ◎

会計 ◎ 〇 ◎
経費精算ワークフロー 〇 △ ◎

人事給与 〇 〇 ◎
勤怠管理（テレワーク対応版） 〇 〇 ◎

人事諸届申請ワークフロー ◎ 〇 ◎
クラウド運用対応 ◎自社SaaS ◎Microsoft Azure ◎オラクルクラウド

インターネット環境利用 〇 △ ◎
モバイル端末（スマートフォン、タブレット）運用 △ × ◎

DB公開 △連携オプションあり △連携オプションあり CAB利用想定 ◎
化学系製造業向け　販売管理 ◎ ◎ ×

化学系製造業向け　生産管理 △ ◎ ×

化学系製造業向け　物流管理 〇 〇 ×

Power Systems（IBM i）連携機能 △CSV連携 △CSV連携 ◎Db2直接連携
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図表7 共通業務システム用ERPパッケージの第1次選考で残った3製品 ◎高評価　〇普通　△課題あり　×低評価


